
























アメリカ公認会計士協会（American Institute of Certiﬁ ed Public Accountants: AICPA）およ
びFASBは、財務報告の改善に向けた事業報告研究プロジェクト（Business Reporting Research 
Project）を立ち上げ、財務報告の方向性に関する一連の報告書を公表してきた 1。そのなかで、
AICPAの財務報告に関する特別委員会（Special Committee on Financial Reporting）2 は 1994
年に『事業報告の改善―顧客指向：投資家および債権者の情報ニーズを満たすこと』（Improving 
the Business Reporting-A Customer Focus: Meeting the Information Needs of Investors and 
Creditors, 以下ジェンキンズ報告書と略す）を公表した。
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　AICPAの財務報告に関する特別委員会の利用者の情報ニーズについての研究は、「基準設定主
体および規制当局の今後の審議事項ならびに研究プロジェクトの方向性に影響を及ぼす」ことを目






















る〔Jenkins Reporting（1994）, pp.12-13 ＆八田・橋本共訳（2002）、pp.40-42〕。また、同報告書
での情報とは、企業が利用者に手伝って企業の資本配分の意思決定を提供する情報のことをいう
〔Jenkins Reporting（1994）, pp.12-13 ＆八田・橋本共訳（2002）、pp.40-42〕。
　利用者が情報に精通した意思決定を行うために、経済全体、業界、企業および有価証券に関する
データを含むさまざまな情報を必要とする。「最善の源泉から完全な情報が提供されれば、最善の
意思決定が下される可能性も高められる」〔Jenkins Reporting（1994）, p.3 ＆八田・橋本共訳（2002）、
p.30〕。また、最善の情報源が経営者である場合が多い〔Jenkins Reporting（1994）, p.3 ＆八田・
橋本共訳（2002）、p.30〕。情報利用者は意思決定を行うために、必要とされる情報として、開示が
強制されている報告、企業によって自発的に提供されている情報、および企業外部の源泉によるも


































営成績に関する経営者分析（management’s discussion and analysis: MD&A）が最善の情報源で
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められている〔Jenkins Reporting（1994）, p.157 ＆八田・橋本共訳（2002）、pp.234-235〕。
　（3）の高度な営業上のデータ及び業績測定値は産業ごと、企業ごとに異なる。また経営者は、企
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業にとって重要かつ有意味であり、企業の将来の先行指標となると考える測定値を識別すべきであ
る〔Jenkins Reporting（1994）, p.156 ＆八田・橋本共訳（2002）、p.233〕。
　（4）の経営者の分析は、「財務諸表の動向と変動ばかりでなく、営業上のデータおよび業績測定
値の動向と変動をも対象としている」、また「複数セグメントを有する企業の各産業別セグメント













































































　こうした流れの中で英国のA4S（Accounting for Sustainability）と GRI（Global Reporting 
Initiative）が共同で設立した IIRC（The International Integrated Reporting Council）は、2013
年 12月に『国際統合報告フレームワーク』を公表した。IIRCによると、統合報告書は、組織の戦
略、ガバナンス、実績および見通しが、どのように短期、中期、長期の価値の創造をもたらすかに





































1 例えば、1993 のアメリカ投資管理調査協会（Association for Investment Management & Research: 
AIMR）の AIMR 報告書、1994 年の AICPA のジェンキンズ報告書、2001 年の FASB の Steering 
Committee Report、2004 年のAICPAの Enhanced Business Reporting などがそれである。橋本（2003）、
pp.99-101 および田中（2010）、pp.24-25 を参照されたい。
2 同委員会は 1990 年 4 月に発表された Rimerman, Thomas W. （1990）の影響によって設置された。また
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